
▲ 4月 30 日、初登庁の際、庁舎前にて市職員から花束を受け取る谷島洋司新市長。
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　　74,205 人（-81）
男　36,892 人（-45）
女　37,313 人（-36）
世帯数　31,264 世帯（+59）
（　）内は前月との比較

人の動き【5/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 34  　  転入 221
死亡 75　    転出 261 



新型コロナウイルス感染症予防
      対策をして臨んだ石岡市長選

令和２年４月 26 日実施

男 女 計
選挙当日の
　有権者数 30,916 人 31,659 人 62,575 人

投票者数 15,294 人 15,537 人 30,831 人

投票率 49.47％ 49.08％ 49.27％

投票結果

　今泉前市長の退任に伴う、石岡市長選挙が４
月 19 日に告示され、26 日の午前７時から午後
６時まで市内 52 か所の投票所で投票が行われ
ました。
　午後７時 30 分から石岡市役所１階メロディ
アスホールにて開票が行われ、石岡市長に谷島
洋司氏が当選しました。
　新型コロナウイルス感染症拡大により緊急事
態宣言が出されている最中の選挙。３密（密閉
空間、密集場所、密接場面）とならないよう、
積極的な期日前投票をお願いするとともに、感

染症防止対策として、入口でアルコール消毒お
よびビニール手袋の着用をお願いし、投票用紙
とともに使い捨て鉛筆を配布するなどして対応
しました。
　投票率は、49.27％。前回の 53.19％から比較
すると 3.92％減でした。
　市民の皆さまにおかれましては、それぞれ大
変な状況の中、市政にとって重要な市長選挙に
ご協力いただき、ありがとうございます。
　市長選挙の投票結果と候補者別得票数をお知
らせします。

候補者氏名 得票数

谷
や じ ま

島　洋
よ う じ

司 17,226

佐
さ さ き

々木　敏
と し お

夫 12,601

藤
ふ じ い

井　優
ま さ お

雄 709

得票数（敬称略）
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▲感染症対策のため、マスクとビニール手袋をし
て開票作業に従事する職員

▲期日前投票の様子。窓口にビニールシートを
張って飛沫感染を予防。

問総務課　℡ 23-7282



　新たに石岡市長の重責を担わせていた
だくことになりました谷島洋司です。
　市長に就任し、まずは新型コロナウイ
ルス感染症対策に注力しつつ、各種平常
時の施策も滞らないよう、職員一丸と
なって市民生活の維持のために万全を期
してまいります。市長として石岡市民の
命と暮らしを守ることを最優先に市政運
営を行ってまいります。
　私たちの石岡市は、筑波山から恋瀬川、
霞ケ浦までを擁する自然に恵まれたまち
であり、石岡のおまつりをはじめとした
伝統文化も充実しています。また茨城県
の中央に位置し、茨城空港や高速道路へ
のアクセスも良く、常磐線特急で東京へ
１時間という恵まれたまちです。
　私はその可能性を最大限に活かしたま

ちづくりをしたいと考えています。
　子供たちが「わがまち石岡」を誇りに
思えるように、共に生きる（ひとりも取
り残さない）、共に育つ（地域の教育力
を活かす）、共に働く（みんなで力を合
わせる）石岡市を目指してまいります。
　市長としてこれからの４年間、市民
一人一人の夢や希望の実現のため、職
員の皆さまや市議会の皆さまと共に力
を合わせて頑張ってまいりたいと思い
ます。
　常に市民目線で、市民の皆さまの声
を聴き、市民の皆さまの心に寄り添い
ながら、市民本位の石岡市を作ってま
いります。
　皆さまのご協力をお願い申し上げます。
　　　　　   石岡市長　谷島　洋司

市長就任のごあいさつ
市民の皆さまとともに

「共生・共育・共働のまちづくり」

谷島新市政がスタート
夢のある石岡の未来を目指して

共に生きる
共に育つ
共に働く

 　　　　　　３　　  広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２ 　　　　　　３　　  広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２



有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

  
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
イ
ノ
シ
シ
対
策

 広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２  　　４　　　　　　 広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２  　　４　　　　　　

　
２
月
16
日
、
十
三
塚
地
区
で
地

域
住
民
が
集
ま
り
イ
ノ
シ
シ
対
策

の
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の

設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
参
加
し
た
の
は
、
36
歳
か
ら

77
歳
ま
で
の
22
人
。
１
月
11
日
か

ら
３
回
に
分
け
て
実
施
す
る
計
画

の
２
回
目
の
日
で
し
た
。

　
十
三
塚
地
区
は
、
平
成
30
年
度

に
石
岡
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
初

め
て
の
モ
デ
ル
地
区
に
認
定
さ

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を

始
め
て
令
和
元
年
度
で
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。取
り
組
み
内
容
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置
と
、

箱
罠
の
設
置
の
主
に
２
つ
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
集
落
の

山
際
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設
置
し

ま
す
。
柿
や
み
か
ん
の
木
の
幼
木

の
根
が
掘
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
な

ど
の
被
害
が
多
く
、
集
落
に
入
っ

て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

平
成
30
年
度
は
１・
７
㎞
で
し
た

が
、
令
和
元
年
度
は
３・
８
㎞
延

長
し
ま
し
た
。　

　
７
人
で
１
時
間
に
設
置
で
き
る

の
は
約
50
ｍ
。
１
日
の
作
業
で
進

む
の
は
２
４
０
ｍ
～
２
５
０
ｍ
ほ

ど
で
す
。

　
箱
罠
は
餌
を
使
っ
て
箱
の
中
に

お
び
き
寄
せ
て
捕
獲
す
る
箱
状
の

罠
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
十
三
塚

地
区
で
は
、
箱
罠
を
イ
ノ
シ
シ
の

通
り
道
に
設
置
し
て
、
地
域
住
民

が
交
代
で
餌
を
ま
い
て
見
回
り
を

す
る
な
ど
し
て
、
捕
獲
の
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

４
頭
捕
獲
し
ま
し
た
。

　
十
三
塚
獣
害
対
策
委
員
会
会
長

の
瀬
尾
栄え

い
い
ち一
さ
ん
は
「
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
実
績
を
上
げ
、
地
域
の
農

作
物
の
被
害
を
食
い
止
め
て
い
く

こ
と
が
第
一
の
目
標
だ
が
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
イ
ノ
シ
シ
対

策
の
副
産
物
は
、
箱
罠
の
管
理
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
住
民
同
士
の

関
わ
り
や
会
話
が
増
え
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
で
力
を

合
わ
せ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
両
桁
山
寺

地
区
・
半
久
地
区
・
太
田
地
区
が

防
護
柵
設
置
活
動
を
開
始
予
定
。

　
設
置
の
際
に
は
、補
助
金
対
象（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課　
℡
43
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
４
３
）
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1農作物被害防止防護柵設置補助金 
▼鳥獣による農作物被害を防止するため、耕

作農地への防護柵設置に対する費用の一
部を補助します（要事前申請）。

対象者 : 市内に住所を有し、鳥獣による農作
物被害を防止する目的で防護柵を設置す
る者で次のいずれかに該当する者 

共同申請：３人以上の農地所有者が共同で連
続した３筆以上の耕作農地に防護柵を設
置すること 

個人申請：農地所有者が個人で耕作農地に防
護柵を設置すること 

補助額 
共同申請：経費の２分の１以内 ( 上限 15 万円 ) 
個人申請：経費の４分の１以内 ( 上限２万円 ) 

2狩猟免許取得補助金 
▼狩猟免許の取得に要する対象経費の一部を

補助します ( 合格者のみ )。 
対象経費：免許申請手数料および予備講習会

受講料等 
補助額 
わな猟：全額補助 
銃猟：経費の２分の１以内 ( 上限３万円 ) 
対象者 : 市内に住所を有し、過去に狩猟事故

または狩猟違反がなく、次のいずれにも
該当する者。 

①新たにわな猟免許、銃猟免許を取得する者。
ただし、新たに銃猟免許を取得する者に
あっては申請日現在における年齢が 65 歳
以下の者に限る。

②新たに銃猟免許を取得する者で、猟友会石
岡支部または八郷支部に５年以上継続し
て所属し、かつ有害鳥獣の捕獲活動に従
事することを確約した者。

有害鳥獣対策関連
　補助金のごあんない
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、
猟
友
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石
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八

実
施
隊
）
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は
、
猟
友
会
石
岡
支
部
と
八

郷
支
部
の
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
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隊
員

郷
支
部
の
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
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員

で
構
成
さ
れ
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お
り
、
市
内
で
有
害
鳥
獣

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

の
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

今
年
度
の
隊
員
は
、

今
年
度
の
隊
員
は
、
4040
代
～
代
～
8080
代
の
総
勢

代
の
総
勢

3232
名
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そ
れ
ぞ
れ
銃
猟
免
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し
く
は
わ

名
。
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れ
銃
猟
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許
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し
く
は
わ

な
猟
免
許
を
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て
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ま
す
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な
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て
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す
。
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毎
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４
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行
っ
て
い
て
、
今
年
は
繁
殖
期
を
終
え
た

５
月
５
月
3030
日
～
６
月

日
～
６
月
2828
日
と
収
穫
時
期
の
８

日
と
収
穫
時
期
の
８

月月
2929
日
～
日
～
1010
月月
2525
日
に
実
施
し
ま
す
。

日
に
実
施
し
ま
す
。
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全

　
昨
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の
捕
獲
頭
数
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２
９
３
頭
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全

体
的
に
数
は
増
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続
け
て
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る
が
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こ
こ
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的
に
数
は
増
え
続
け
て
い
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こ
こ

４
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国
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４
、５
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著
な
の
は
国
道
６
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近
や
東
大
橋
な
ど
石
岡
地
区
で
の
数
の
増

近
や
東
大
橋
な
ど
石
岡
地
区
で
の
数
の
増

加
だ
ね
」
と
話
す
の
は
実
施
隊
の
鈴
木

加
だ
ね
」
と
話
す
の
は
実
施
隊
の
鈴
木

哲哲て
つ
お

て
つ
お夫夫
隊
長
。
鈴
木
さ
ん
は
、
実
施
隊
の
隊

隊
長
。
鈴
木
さ
ん
は
、
実
施
隊
の
隊

長
を
勤
め
て

長
を
勤
め
て
3030
年
以
上
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。

年
以
上
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
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に
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内
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ら
く

隊
員
と
と
も
に
市
内
の
山
を
早
朝
か
ら
く
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な
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足
跡
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新
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猟
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協
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猟
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使
用
す
る
た
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、
猟
の
前
に
は
必

　
銃
を
使
用
す
る
た
め
、
猟
の
前
に
は
必

ず
隊
員
に
銃
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意

ず
隊
員
に
銃
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意

喚
起
を
し
て
い
る
そ
う
。
そ
の
甲
斐
も
あ

喚
起
を
し
て
い
る
そ
う
。
そ
の
甲
斐
も
あ

り
、
石
岡
市
の
実
施
隊
は
現
在
ま
で
無
事

り
、
石
岡
市
の
実
施
隊
は
現
在
ま
で
無
事

故
・
無
違
反
。

故
・
無
違
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こ
と
も
、
こ
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「
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
、
こ
れ

ま
で
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
。
で
も
、
地
元

ま
で
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
。
で
も
、
地
元

の
農
作
物
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

の
農
作
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の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
想
い
で
続
け
て

と
が
で
き
れ
ば
、
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い
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す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
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し
ま
す
。

----------------------------------------

山
の
中
に
入
る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
物
被
害
防
止
用
と
し
て
カ
ラ
ス
を
配

布
し
ま
す

・
希
望
者
は
６
月
28
日
日
午
後
４
時
に
八

郷
総
合
支
所
駐
車
場
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。



市民一人あたり 10 万円特別定額給付金
申請は 8 月 20 日木 締切　早めの申請を！
▶新型コロナウイルス感染症拡大防止に留意しながら、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援
を行うため、国の方針に基づき「特別定額給付金」を給付します。

■給付対象者：令和 2 年 4 月 27 日時点で、市の住民基本台帳に記録されている人
■受給権者：給付対象者の属する世帯の世帯主
■給付方法：原則として世帯主名義の口座に一括して振込
※「口座を開設することができない」「金融機関から離れた場所に住んでいる」などの要

件を満たす場合に限り現金給付を行います（即日給付はできません）。
■給付時期：申請書受付・受理から振込完了まで 7 営業日程度
※現金給付は振込給付に比べ日数がかかります。

配偶者やその他親族からの暴力等を理由に避難している方への支援
　配偶者やその他親族からの暴力等を理由に避難している人で、事情により令和 2 年 4
月 27 日以前に今住んでいる市区町村に住民票を移すことができない人は、所定の手続き
をすることで、世帯主でなくとも、同伴者の分を含めて、特別定額給付金の申請を行い、
受給することができます。詳しくは右の二次元コードまたは直接お問い合わせください。

■申請方法（いずれかで申請してください）

②郵送で申請する

▶専用サイト「マイナポータル」にアクセス
し、マイナンバーカードを使用しながら
振込先口座情報等を登録・申請します

必要なもの
・受給権者（世帯主）のマイナンバーカード
・マイナンバーカード受取時に設定した暗証

番号
・対応スマートフォンまたは IC カードリー

ダー付パソコン
・世帯主名義の振込先口座書類

▶市から送付された申請書に必要事項を記入
し、添付書類と併せて返送します。

必要書類
・世帯主名義の振込先口座書類の写し（通帳

の見開き面など）
・世 帯主の本人確認書類の写し（免許証など）
申請方法
①市から送付された申請書に必要事項（世帯

主名・連絡先・振込先口座情報）を記入
②申請書と振込口座書類の写し・本人確認

書類の写しを返信用封筒に
　入れ、郵便ポストへ投函

①オンラインで申請する
（マイナンバーカードを持つ世帯主）

オンライン申請について
　　詳しくはこちらから▶

問政策企画課　℡ 23-7277
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郵送申請についてはこちらから▶

■問い合わせ
①総務省特別定額給付金コールセンター　℡ 0120-260020　9：00 ～ 18：30
②石岡市　特別定額給付金担当　℡ 23-1111　平日8：30 ～ 17：15（土日祝日除く）



給付金を騙った

詐欺に
ご注意

絶対に教えない！
　　　　　渡さない！
●暗証番号　●通帳　●口座番号
●通帳　●マイナンバー

市や総務省などが
以下のことを行うことは
絶対にありません！
●現金自動預払機（ATM）の操

作をお願いすること
●受給にあたり、手数料の振込み

を求めること
●メールを送り、ＵＲＬをクリッ

クして申請手続きを求めること

実際にあった相談事例
事例１
高齢の母が訪問してきた誰かに銀
行通帳やマイナンバーカードを渡
してしまった。
事例２
給付金の手続きができると思いア
クセスしたサイトに、マイナンバー
カードの情報を教えてしまった。
事例３
登録してもいないのに、役所から
メールで特別定額給付金の手続き
が始まったと案内が来た。
事例４
携帯電話会社を名乗るメールが届
き、記載の URL にアクセスして
特別定額給付金の申請をするよう
案内された。
アドバイス
暗証番号、口座番号、通帳、キャッ
シュカード、マイナンバーは、絶
対に教えたり、他人に渡したりし
ないようにしましょう。

（参考：国民生活センター）
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問石岡市消費生活センター　℡ 22-2950

「怪しいな？」と思ったらご相談ください！
■石岡警察署　℡ 28-0110
■警察相談専用電話
24 時間 365 日対応
℡ ＃ 9110（県警察本部の相談窓口につながります）
■新型コロナウイルス給付金関連
　消費者ホットライン
午前 10 時～午後４時（土日祝日含む）
℡ 0120-213-188
■石岡市消費生活センター
平日午前 10 時～正午・午後 1 時～ 4 時 30 分
℡ 22-2950

特別定額給付金コールセンター（総務省）

℡ 0120-260020
受付時間　9：00 ～ 18：30
※多くのお問い合わせがあるため、電話がつながり

にくい時間帯があります。つながらない場合は、
時間をおいてお掛け直しください。

※石岡市消費生活センターとは・・・
市が設置する行政機関です。消費者と事業者間のトラ
ブルに関し、専門の相談員が解決のために、助言や情
報提供を行っています。相談無料。



ま ち の 話 題

㈱ロコレディから手作りマスク寄付
　　  妊娠届出時に母子健康手帳とともに配布

新型コロナウイルスの感染予防対策に
　　  市内酒造会社が消毒用アルコールを販売

４ 　
　23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新型コロナウイルス感染拡
大に伴う消毒用アルコール
不足を補うため、市内の酒
造会社が、手や指の消毒に
使用できる高濃度アルコー
ルの製造・販売に乗り出し
ました。
廣瀬商店（高浜）では 4 月
23 日から「白菊 75％アル
コール」を販売。また、木
内酒造合資会社（那珂市）
では、八郷蒸留所（小幡）

にて自社ウイスキーの原酒「NEW POT 70」を製造、4 月 26 日から販売しています。さらに、県内
でビール製造を行うアサヒビール㈱、キリンビール㈱と協力し、出荷が見込まれないビールを原料と
した高濃度エタノール「BREWERIES UNITED FOR IBARAKI 70」を製造する事業を行っていて、
製造されたエタノールは各社ビール工場が立地する地方公共団体へ寄贈されています。石岡酒造㈱は、
アルコール分 70％の「石岡エール 70」を 5 月末頃から、オンライン限定で販売予定となっています。
各酒造会社とも「ひっ迫している消毒用アルコールの需要が少しでも緩和し、市民の皆さまに活用し
ていだただけら」と取り組んでいます。詳細は各酒造会社へお問い合わせください。

５
    １
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▲羽富社長（写真左）からマスクを受け取る谷島市長

　東大橋にある㈱ロコレディ（常総市）
から、手作りマスク 120 枚を提供してい
ただきました。羽

は と み

富 都
と し あ き

史彰社長は「鬼
怒川の水害の際には石岡市の方々にお世
話になり涙が出る思いだった。その恩義
をどうにか返したいと思い提供を決め
た。まちの宝であ
る子どもたちの笑
顔溢れるまちにし
てほしく、妊婦さ
んにぜひ使っても
らいたい」と想い
を語りました。

▲手作りマスクを受け
取った妊婦さん

その他マスクをご提供いただいた団体・個人様（順不同・敬称略）
・石岡市くらしの会連絡会（布マスク 75 枚・石岡第１・２保育所）
・株式会社 鈴木縫製（布マスク 40 枚・園部保育所）
・大木 浩

こ う へ い

平（サージカルマスク 250 枚・やさと中央保育所）　

▲木内酒造合資会社
「BREWERIES UNITE 
FOR IBARAKI 70」 

▲石岡酒造株式会社
「石岡エール 70」 

▲合資会社廣瀬商店
「白菊 75% アルコール」 



　消防団は「自らの地域は自らで守る」とい
う郷土愛護の精神に基づいて参加し、地域住
民を守るため昼夜を問わず消防活動にあたっ
ています。団員は 20 代～ 60 代の 551 名（令
和 2 年 4 月 1 日現在）。その団員を指揮監督
する消防団長に、櫻井健

け ん

さん（65）が任命さ
れました。櫻井さんは「地域防災の要

かなめ

として
石岡市消防団がワンチームとなり、市民の安
心安全を守るという立場で誠心誠意努力して
まいりたい」と話しました。

令和２年度石岡市消防団長任命式
地域の安心安全のために昼夜問わず活動

４
    ３

学校給食の余剰食材
　　　障がい者施設等に提供

４
　17

　市内小中学校の臨時休業に伴い、学校給食
が休止となったため、使い切れずに余ってし
まった食材が、市内で障がい者施設を運営す
る社会福祉法人 常陸青山会 ( 光風荘等）と
社会福祉法人 陽山会（大雅荘等）に提供さ
れました。提供されたのは冷凍のいか切身
330 個と鮭切身 360 個。
　食材の提供を受けた（福）陽山会の前島守

もり

雅
まさ

理事長は「提供いただいた大事な食材を有
効に使わせてもらいたい」と話しました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響による
外出自粛で献血をする人が減少しており、輸
血になくてはならない血液が不足していま
す。そこで石岡市では、4 月 6 日に石岡市役
所本庁舎、9 日に八郷総合支所にて、職員や
来庁者に献血のご協力を呼びかけました。そ
の結果、本庁舎では 42 人、支所では 24 人（半
日）に協力いただき、目標の 40 人／日を達
成することができました。
　市ホームページに市内での献血日程を掲載
していますので、ご協力お願いします。

輸血用の血液不足を受けて
市役所で献血に協力を呼びかけ

４
    ６
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▼
住
民
税
の
課
税
額
が
確
定
し
、

証
明
が
必
要
な
人
が
多
く
な
る

時
期
に
合
わ
せ
、
証
明
書
交
付

の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

日
時
／
６
月
28
日
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

開
設
窓
口
／

・
本
庁
＝
市
民
課
・
税
務
課
・
収

納
対
策
課 

・
支
所
＝
市
民
窓
口
課 

取
扱
業
務
／

①
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
・

市
税
等
の
証
明
書
の
交
付 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
要
予
約
）

③
市
税
の
納
税
相
談
・
納
付
（
本

庁
の
み
） 

※
対
応
業
務
が
①
～
③
に
限
ら
れ

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。   

問　
市
民
課　
℡
23
・
７
３
０
７ 

▼
マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
）

制
度
は
、
保
険
で
病
院
な
ど
を

受
診
し
た
場
合
、
県
や
市
が
自

己
負
担
相
当
額
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
県
外
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
場
合
は
、
医
療
福
祉

費
受
給
者
証
（
マ
ル
福
受
給
者

証
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
一
度
自
己
負
担
分
を

支
払
い
、
そ
の
後
、
市
役
所
窓

口
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

対
象
／
①
妊
産
婦

②
小
児
（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
）

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で

③
ひ
と
り
親
家
庭
（
18
歳
未
満
の

児
童
な
ど
を
養
育
し
て
い
る
父

母
な
ど
）

④
重
度
心
身
障
が
い
者

※
①
、
②
に
つ
い
て
は
県
の
所
得

制
限
を
超
え
て
い
る
場
合
で
も

市
の
独
自
事
業
と
し
て
同
様
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
己
負
担
額
／

・
外
来
…
1
日
６
０
０
円
ま
で
。

月
２
回
を
限
度
（
１
医
療
機
関

ご
と
）

・
入
院
…
１
日
３
０
０
円
ま
で
。

月
３
０
０
０
円
を
限
度
（
１
医

療
機
関
ご
と
）

※
重
度
心
身
障
が
い
者
は
外
来・入

院
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
助
成
の
対
象
は
、
保
険
適
用
分

に
な
り
ま
す
。保
険
外
負
担
や
、

食
事
療
養
費
等
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

注
意
事
項
／
妊
産
婦
で
県
の
所
得

制
限
を
超
え
て
い
る
人
（
特
例

妊
産
婦
）
の
助
成
方
法
は
、
県

外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と

き
と
同
様
、
支
払
い
後
に
、
市

役
所
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
保
険
年
金
課

℡
23
・
７
３
１
８

▼
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
支
援

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
市
に

お
け
る
令
和
元
年
度
優
先
調
達

実
績
額
は
、
２
１
，
７
１
２
，

１
２
２
円
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
に
基
づ
き
「
令
和
２
年
度

石
岡
市
に
お
け
る
障
が
い
者
就

労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
優

先
調
達
方
針
」
を
策
定
し
、
障

が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
優
先

的
・
積
極
的
に
購
入
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。 

令
和
２
年
度
調
達
目
標
額
／　

１
，
５
０
０
千
円 

対
象
品
目
／ 

物
品
…
食
品
類
、
印
刷
類
、
生
活

雑
貨
類
、
農
作
物
類
、
そ
の
他 

役
務
…
清
掃
作
業
、
草
刈
・
除
草

作
業
、
コ
ン
テ
ナ
洗
、
室
内
軽

作
業
、
そ
の
他

問　
社
会
福
祉
課

℡
23
・
５
５
６
９

▼
創
業
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
内
の
指
定
し
た
区
域
内

で
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
、
対

象
業
種
の
店
舗
等
を
新
た
に
創

業
す
る
方
な
ど
に
対
し
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
、

市
の
創
業
支
援
業
計
画
に
基
づ

き
石
岡
商
工
会
議
所
・
石
岡
市

八
郷
商
工
会
が
開
催
す
る
創
業

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
受
講
し
、
市

か
ら
受
講
を
修
了
し
た
こ
と
に

つ
い
て
証
明
書
の
発
行
を
受
け

る
な
ど
要
件
が
多
数
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

募
集
期
間
／
６
月
１
日
月

　
　
　
～
令
和
３
年
３
月
26
日
金

指
定
区
域
／ 

石
岡
市
立
地
適
正

化
計
画
に
定
め
る
区
域
の
他
、

中
心
市
街
地
区
域
の
内
、
別
に

定
め
る
区
域 

対
象
者
／
指
定
区
域
内
の
空
き
店

舗
等
を
購
入
又
は
賃
貸
借
し

て
、
新
た
に
創
業
ま
た
は
既
に

営
ん
で
い
る
事
業
以
外
を
新
た

に
開
始
す
る
個
人
ま
た
は
中
小

企
業
者

対
象
事
業
／ 

①
空
き
店
舗
等
の
開
設
に
伴
う
改

修
補
助
事
業 

②
空
き
店
舗
等
の
賃
借
料
補
助
事
業 

③
登
録
免
許
（
会
社
設
立
）
税
補

助
事
業 

※
①
、
②
の
補
助
額
は
、
補
助
対

象
経
費
に
係
る
総
支
出
額
の
２

分
の
１
、
ま
た
は
限
度
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額 

※
③
の
補
助
額
は
、補
助
対
象
経
費

に
要
す
る
最
低
税
額
の
２
分
の
１

問　
商
工
課　
℡
23
・
５
５
０
１

障
が
い
者
優
先
調
達

実
績
額
に
つ
い
て

お知らせ

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

　本

　本

　本

問　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　　本 　支

　本
6
月
28
日
日
に
休
日

臨
時
窓
口
を
開
設

お知らせ

マ
ル
福
制
度
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

お知らせ

新
た
な
創
業
の
夢
を

応
援
し
ま
す
！

補助金
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▼
水
田
で
生
産
さ
れ
た
転
作
作

物
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば
を
販
売

す
る
場
合
は
、
条
件
を
満
た
せ

ば
水
田
や
畑
に
関
す
る
交
付
金

制
度
で
あ
る
経
営
所
得
安
定
対

策
等
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
生
産

者
の
人
は
7
月
1
日
水
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

▼
地
震
・
風
水
害
な
ど
の
自
然
災

害
や
原
子
力
災
害
な
ど
の
事
故

災
害
の
発
生
時
に
、
地
域
住
民

に
よ
る
初
期
対
応
や
避
難
体
制

な
ど
の
整
備
強
化
を
図
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
・
運
営

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
／

設
立
事
業
…
設
立
当
初
１
回
限
り

で
１
団
体
５
万
円
を
上
限

運
営
事
業
…
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
３
万
円
を
上
限

資
機
材
等
整
備
事
業
…
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
15
万

円
を
上
限

※
資
機
材
等
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
組
織
の
設
立
届
を
提

出
し
て
お
り
、設
立
か
ら
10
年
以

上
経
過
か
つ
直
近
３
年
度
に
お

い
て
毎
年
度
防
災
訓
練
を
実
施

し
た
組
織
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問　
防
災
対
策
課

℡
23
・
７
２
８
４

▼
地
震
に
よ
る
既
存
木
造
住
宅
の

倒
壊
な
ど
に
よ
る
人
的
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
耐
震
性
の

高
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど(

※)
を

設
置
す
る
も
の
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

※
公
的
機
関
に
よ
り
耐
震
実
験
を

行
い
、
安
全
性
の
評
価
を
受
け

た
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
耐

震
ベ
ッ
ド

補
助
金
／
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な

ど
の
購
入
、
運
搬
お
よ
び
設
置

に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１
で

20
万
円
を
上
限

対
象
住
宅
／

①
～
④
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

②
一
般
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部

構
造
評
点
が
1.0
未
満

③
国
・
県
・
市
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
設
置
ま
た
は
耐
震
改
修

が
さ
れ
て
い
な
い

④
対
象
と
な
る
住
宅
の
１
階
部
分

の
う
ち
、
主
要
な
居
住
室
の
１

室
に
設
置
す
る
も
の

問　
防
災
対
策
課

　
℡
23
・
７
２
８
４

▼
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

へ
第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
内
容
／
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

支
給
対
象
者
／
令
和
２
年
４
月
１

日
（
基
準
日
）
時
点
で
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
等
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
前
述
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
間
／
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

請
求
窓
口
／

・
石
岡
市
役
所
社
会
福
祉
課

・
八
郷
総
合
支
所
市
民
窓
口
課

問　
社
会
福
祉
課

℡
23
・
５
５
６
９

▼
６
月
に
予
定
し
て
い
た
「
地
区

健
診
」「
総
合
健
診
」「
口
腔
が

ん
検
診
・
成
人
歯
科
検
診
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
以
降
の
集
団
健
診
の
対
応

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
健
康
増
進
課

℡
24
・
１
３
８
６

自
主
防
災
組
織
の

設
立
・
運
営
補
助

補助金

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等

の
設
置
費
補
助

補助金

経
営
所
得
安
定
対
策

交
付
金
の
申
請

補助金

本

本

支

第
11
回
特
別

　
弔
慰
金
が
支
給

お知らせ

本

成
人
集
団
健
診

　
　
　
に
つ
い
て

お知らせ

災害に備えて今すぐ登録を！

メールマガジンで
　　防災情報を発信中
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情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　　本 　支

▼
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
確

認
す
る
た
め
の
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降

の
手
当
は
、
届
出
が
あ
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

該
当
す
る
人
に
は
、
通
知
書
を

６
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

受
付
期
間
／

６
月
11
日
木
～
６
月
23
日
火 

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分 （
土
・
日
を
除
く
。

水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
） 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
で
き
る
限
り

郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

受
付
場
所
／

・
石
岡
市
役
所
本
庁
舎
１
階

メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
ホ
ー
ル 

・
八
郷
総
合
支
所
市
民
窓
口
課 

提
出
書
類
／ 

・
児
童
手
当
現
況
届 

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
郵
送
す

る
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
福
祉
課

　
℡
23
・
７
３
３
１

▼
体
調
不
良
を
医
師
に
相
談
し

た
い
け
ど
、
病
院
に
行
く
の
も

不
安
な
今
。
茨
城
県
が
㈱
Ａ
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
が
提
供
す
る
医
療
相
談

ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｅ
B
Ｅ
Ｒ
（
リ
ー

バ
ー
）」
を
９
月
30
日
ま
で
無

料
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

「
Ｌ
Ｅ
B
Ｅ
Ｒ
」
と
は
…
24
時
間

３
６
５
日
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
通
じ
て
医
師
に
直
接
医
療
相

談
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

無
料
期
間
／
９
月
30
日
水
ま
で

※
期
間
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
す
る
相
談
を
は

じ
め
全
て
の
医
療
相
談
が
無
料
。

利
用
方
法
／
県
民
向
け
登
録
ペ
ー

ジ
か
ら
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
㈱
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

info@
leber11.com

０
～
３
歳
の
お
子
様
が
い
る
世
帯
／

市
が
対
象
世
帯
に
、
令
和
３
年

３
月
末
ま
で
無
料
相
談
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
登
録
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
24
・
１
３
９
０
（
石
岡
）

℡
43
・
６
６
５
５
（
八
郷
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
母
子
保
健
事

業
は
、
３
月
以
降
中
止
や
延
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

乳
幼
児
健
康
診
査
は
年
間
予
定

表
や
市
報
掲
載
の
対
象
者
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象

者
に
は
個
別
通
知
を
行
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
も
状
況
に
応
じ
て
、
急
遽

変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課

℡
24
・
１
３
８
６

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

お知らせ

　本
茨
城
県
が
医
療
相
談

ア
プ
リ
を
無
料
提
供

お知らせ

母
子
保
健
事
業
の

予
定
変
更
に
つ
い
て

お知らせ

こころといのちの電話相談
こころの悩みや心配を誰にも話せず一人
で抱えていませんか？
最近は、新型コロナウイルス感染症に関
する様々な情報を耳にしたり、行動自粛
が続き心身ともに疲れがたまりやすく
なっています。
保健センターでは専門の相談員が電話で
相談に応じています。
秘密は守られます。一人で辛い気持ちを
我慢せず、安心して電話をおかけくださ
い。

日時：毎月第２火曜日
9:00~12:00・13:00~16:00

℡ 43-6655（八郷保健センター内）

▼
市
で
は
、来
庁
せ
ず
に
郵
送
で

請
求
、手
続
き
で
き
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、ま
た
は
遠

方
な
ど
に
よ
り
来
庁
が
困
難
な

人
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
請
求
で
き
る
も
の
／

●
住
民
票

●
戸
籍
謄
本
・
抄
本
等

●
各
種
税
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
完
納
証
明
書

・
所
得
証
明
書

・
課
税
証
明
書

・
非
課
税
証
明
書

・
所
在
証
明
書

・
軽
自
動
車
用
納
税
証
明
書

郵
送
で
手
続
き
で
き
る
も
の
／

●
転
出
届

請
求
、
手
続
き
の
必
要
書
類
や
手

数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
課　
℡
23
・
７
３
０
７

（
住
民
票
、戸
籍
、転
出
届
関
係
）

　
　
税
務
課　
℡
23
・
５
５
８
４

（
各
種
税
証
明
書
関
係
）

郵
送
可
能
な

請
求
と
手
続
き

お知らせ
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▼
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。 

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
人
で
、

地
域
の
方
々
か
ら
の
人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
手
伝
い
を
行
っ
た
り
、
地
域

の
方
々
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。  

各
種
人
権
相
談
窓
口
／

①
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０ 

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０・０
０
７・１
１
０ 

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０ 

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談

https://www.
jinken.go.jp/ 

開
設
日
／
①
～
③
：
月
～
金
（
休

日
除
く
） 

相
談
時
間
／
①
～
③
：
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分 

④
：
24
時
間
受
付 

問　
社
会
福
祉
課

　
℡
23
・
５
５
６
９

▼
狭
あ
い
道
路
（
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
が
必
要
な
道
路
）
に
接
す
る

土
地
で
建
築
物
を
建
築
す
る
場

合
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
メ
ー

ト
ル
後
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
道
路
後
退
用
地

の
分
筆
測
量
や
塀
な
ど
の
撤
去

に
対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
、

後
退
用
地
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
分
筆
測
量
や
塀
な
ど

の
撤
去
が
す
で
に
完
了
し
て
い

る
場
合
は
、
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。 

後
退
用
地
の
受
け
入
れ
や
補
助

の
条
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

助
成
額
／ 

分
筆
測
量
補
助
…
後
退
用
地
の
分

筆
測
量
に
係
る
費
用
の
２
分
の

１
、か
つ
20
万
円
を
限
度
に
補
助 

既
存
塀
等
の
撤
去
補
助
…
後
退
用

地
内
に
あ
る
塀
や
植
栽
な
ど
の

撤
去
費
用
を
市
が
定
め
る
算
定

基
準
に
よ
り
補
助 

対
象
者
／
建
築
行
為
の
あ
る
土
地

の
所
有
者 

申
込
方
法
／
協
議
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
関
係
書
類
と
共

に
本
庁
舎
建
築
住
宅
指
導
課
窓

口
に
申
し
込
み
。

※
協
議
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問　
建
築
住
宅
指
導
課 

℡
23
・
５
５
２
６

 

▼
市
内
で
土
の
掘
削
ま
た
は
切
り

取
り
を
す
る
際
、
そ
の
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
た
は

採
取
す
る
土
の
量
が
５
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
場
合

は
、
土
採
取
事
業
許
可
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
築
住
宅
指
導
課 

℡
23
・
５
５
２
６

道
路
後
退
用
地
の

　
　
　
　
受
け
入
れ

お知らせ

各
種
人
権

　
　
相
談
窓
口

相　談

土
の
採
取
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

お知らせ

　支

　本

●作り方
①厚揚げを縦に 6 等分する 。
②豚ばら肉を広げ、A をよくあわせたものを

塗る。 
③厚揚げに②が外側にくるように巻いていく。 
④フライパンにホイルをしき、中火で四面を回

しながら色がつくまで焼く。 
⑤焼きあがったものに小口切りにした青ネギを

トッピングする。
● 1 人分の栄養成分

（エネルギー 433kcal、食塩相当量 0.8g） 

＼ヘルスメイトのレシピ紹介／  
厚揚げの味噌肉巻

●材料（３人分）
厚揚げ・・・・・３００ｇ
豚ばら肉・・・・６枚

A　 白みそ・・・大さじ２
　　みりん・・・大さじ１と 1/2
青ネギ・・・・・適量

☆豚肉で巻くことで食べごたえがあります。
☆材料も少なく簡単に作ることができます。
☆味噌味でそのままおいしく食べられます。

　本 　本

　本
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ご
み
を
燃
や
す
「
野
焼
き
」

▼
庭
先
で
ご
み
を
燃
や
す「
野
焼
き
」

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
野
焼
き
に
は
一
部
例
外
規
定（
農

作
業
等
に
よ
る
や
む
を
得
な
い

焼
却
）も
あ
り
ま
す
が
、苦
情
が

あ
っ
た
場
合
は
、行
政
指
導
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

空
き
缶
な
ど
は

　
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
集
積
所
へ

▼
空
き
缶・金
属
、ビ
ン・陶
器
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。袋
に

入
れ
て
出
し
た
場
合
、袋
は
回
収

さ
れ
ま
せ
ん
。コ
ン
テ
ナ（
色
指

定
な
し
）は
集
積
所
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
八
郷
地
区
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
透
明
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら 

▼
不
法
投
棄
を
す
る
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
直

接
声
を
か
け
ず
に
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
や
車
種
等
わ
か
る
範
囲
で

記
録
し
、
本
庁
舎
生
活
環
境
課

（
八
郷
地
区
は
支
所
総
務
課
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に

▼
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
り
、

目
に
つ
き
に
く
い
土
地
は
不
法

投
棄
が
さ
れ
や
す
い
た
め
、
定

期
的
に
管
理
や
見
回
り
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

資
源
物
持
ち
去
り
禁
止
！ 

▼
集
積
所
か
ら
資
源
物
等
（
空
き

缶
、
雑
誌
・
新
聞
等
の
古
紙
類
、

び
ん
等
）
が
市
の
委
託
業
者
以

外
の
者
に
持
ち
去
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
度
々
発
生
し
て
い
ま

す
。
市
の
条
例
に
よ
り
、集
積

所
等
に
排
出
さ
れ
た
資
源
物
の

所
有
権
は
市
に
帰
嘱
し
、市
ま

た
は
市
指
定
の
委
託
業
者
以
外

の
者
が
資
源
物
の
収
集
・
運
搬

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

市
で
は
、
持
ち
去
り
行
為
防
止

の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。持
ち
去
り
行
為

を
発
見
し
た
場
合
は
、
直
接
声

情報ネットワーク問　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　本 　支

守
れ
て
い
ま
す
か
？

暮
ら
し
の
マ
ナ
ー

おしらせ

を
か
け
ず
に
ナ
ン
バ
ー
と
車
両

の
特
徴
（
車
種
・
色
・
業
者
名

等
）
を
記
録
し
、
本
庁
舎
生
活

環
境
課
ま
た
は
警
察
ま
で
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
の
た
め
に

▼
生
活
環
境
課
窓
口
で
看
板
（
上

段
画
像
）
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
集
積

所
ご
と
に
同
様
の
内
容
の
掲
示

物
を
作
成
・
設
置
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー 

▼
ぺ
ッ
ト
と
散
歩
の
際
は
リ
ー
ド

に
繋
ぎ
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
他
人
に
危
害
を
加

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
犬

は
リ
ー
ド
で
繋
ぎ
、
猫
は
室
内

で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
人

は
市
で
登
録
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
り
、
住

み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

問
　
生
活
環
境
課

℡
23
・
７
３
０
１

　
　
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
） 

▶集積所のごみ収集は、ごみカレンダー等
でお知らせした通りに収集します。ただ
し、新型コロナウイルス感染症等に感染し
た疑いのある人や、疑いのある人などがご
家庭にいる場合、マスクやティッシュ等の
ごみを捨てる際に以下にご注意ください。

①ごみ箱にあらかじめ袋をかぶせ、ごみに
直接触れないようにする。

②ごみ袋はいっぱいになる前にしっかり縛
り封をする。

③石鹸を使い流水でしっかりと手を洗う。
ご家族や収集業者の感染リスクを減らすた
め、ご理解とご協力をお願いします。
問　生活環境課　℡ 23-7301

新型コロナウイルスに係る
　ごみの出し方について

　本
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①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し
て
か
ら

●
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
の
分
別

石
岡
地
区
／
燃
え
る
ご
み 

八
郷
地
区
／
キ
ャ
ッ
プ
…
可
燃
ご
み

ラ
ベ
ル
…
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

※
石
岡
地
区
で
は
、
５
月
か
ら
10

月
ま
で
の
期
間
に
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
を
月
２
回
行
い
ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
が
「
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

こ
の
運
動
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
ワ
ク
チ

ン
を
購
入
し
、
そ
れ
を
発
展
途

上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
取

り
組
み
で
す
。
ま
た
、
再
資
源

化
す
る
こ
と
で
「
ご
み
の
減
量

化
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

回
収
場
所
／
本
庁
舎
生
活
環
境

課
・
支
所
総
務
課
・
支
所
正
面

１
階
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
坂
田
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
柏
原
１‐１
）

② 「
無
色
び
ん
」
と
「
ガ
ラ
ス
類
」

は
違
い
ま
す
！

「
無
色
び
ん
」
は
、
コ
ッ
プ
等

の
無
色
透
明
の
食
器
類
や
板
ガ

ラ
ス
と
分
別
が
異
な
り
ま
す
。 

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た『
び
ん
』

は
細
か
く
砕
か
れ
、新
た
な『
び

ん
』
や
建
築
・
園
芸
資
材
等
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
を
効
率
良
く
行
う
た
め

に
は
、
色
別
に
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。び
ん
の
色
は
、キ
ャ
ッ

プ
を
は
ず
し
た
口
元
の
色
で
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
プ

を
外
し
て
中
を
ゆ
す
ぎ
、
色
別

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
コ
ッ
プ
や
ガ
ラ
ス
等
割
れ
物

（
び
ん
以
外
）
の
分
別

石
岡
地
区
／
陶
器
類 

八
郷
地
区
／
不
燃
ご
み
・
カ
ン 

※
八
郷
地
区
で
は
殺
虫
剤
や
化
粧

品
等
の
薬
品
び
ん
は
「
不
燃
ご

み・カ
ン
」に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
て
か
ら

水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
、

袋
に
入
れ
る
前
に
さ
ら
に
ひ
と
絞

り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
理
の
際
、
食
材
を
水
に
濡
ら

さ
な
い
こ
と
や
、
水
に
濡
れ
た

と
き
も
乾
か
し
て
か
ら
出
す
こ

と
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト
】 

①
悪
臭
や
腐
敗
防
止
に
役
立
つ
。

②
臭
い
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
猫

や
カ
ラ
ス
に
よ
る
、
ご
み
の
散

乱
を
防
ぐ
。

③
ご
み
の
重
量
を
軽
く
す
る
。

④
ご
み
処
理
場
の
焼
却
効
率
や
ご
み

収
集
車
の
運
搬
効
率
が
向
上
し
、

二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る
。 

問　
生
活
環
境
課

　
℡
23･

７
３
０
１

　
　
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
） 

▼
平
成
23
年
３
月
東
日
本
大
震
災

で
は
、
市
に
お
い
て
も
倒
壊
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
落
下
し
た
瓦

等
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
、

そ
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
災
害
で
発
生
す
る

災
害
廃
棄
物
は
、
様
々
な
廃
棄

物
が
混
合
し
た
状
態
で
多
量
に

発
生
し
、
長
期
間
に
渡
っ
て
放

置
す
る
と
火
災
や
感
染
症
等
の

二
次
被
害
の
発
生
要
因
と
な
る

こ
と
か
ら
、
生
活
環
境
の
保
全

及
び
公
衆
衛
生
上
の
支
障
の
防

止
等
を
目
的
に
円
滑
か
つ
迅
速

に
適
正
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
復
旧
・
復

興
の
妨
げ
と
な
る
災
害
廃
棄
物

を
円
滑
か
つ
迅
速
に
適
正
処
理

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
石

岡
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

※
本
計
画
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
中
。

問　
生
活
環
境
課

　
℡
23･

７
３
０
１

▼
令
和
３
年
４
月
か
ら
新
た
な
広

域
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働
さ
れ

る
こ
と
と
、
前
計
画
の
策
定
か
ら

概
ね
５
年
が
経
過
し
た
こ
と
に

伴
い
、
市
の
ご
み
処
理
と
生
活

排
水
処
理
に
係
る
計
画
で
あ
る

「
石
岡
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
石
岡
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
が
市
長
か
ら

の
諮
問
を
受
け
、
市
に
お
け
る

ご
み
処
理
等
に
つ
い
て
４
回
に

渡
り
審
議
を
行
い
、
改
訂
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

※
本
計
画
お
よ
び
審
議
会
の

会
議
録
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
中
。

問　
生
活
環
境
課

　
℡
23･
７
３
０
１

一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
改
訂

お知らせ

災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
を
策
定

お知らせ

ご
み
出
し
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

お知らせ

　支 　本

　本　本

 　　　　　　１５　  広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２ 　　　　　　１５　  広報いしおか令和２年 6 月 1 日号　 №３５２

広 告 掲 載 欄



▼
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
簡
単
に
認
知
症
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト

に
は
、「
家
族
・
介
護
者
向
け
」

と
「
本
人
向
け
」
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。
個
人
情
報
の
入
力
は

一
切
不
要
。
医
学
的
な
診
断
基

準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
暮
ら

し
の
中
の
目
安
と
し
て
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
ご
心
配

な
人
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
も
の
忘
れ
相
談
会
を

利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
無
料
（
通
信
料
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
） 

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
35
・
１
１
２
７

▼
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
が
、
早
期
に

診
断
や
治
療
を
受
け
、
今
後
の

生
活
や
介
護
の
見
通
し
を
立
て

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。「
い

つ
も
何
か
を
な
く
し
て
探
し
て

い
る
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ

ブ
ル
が
一
人
で
解
決
で
き
な
く

な
っ
た
」
な
ど
、
初
期
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
精
神
科
医
療
機
関
の
精

神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談

会
で
す
。
訪
問
相
談
も
可
。

日
時
／
６
月
10
日
・
７
月
８
日
・

22
日
水
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
訪
問
相
談 

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
申
し
込
み

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
35
・
１
１
２
７

精
神
保
健
相
談

▼
精
神
の
悩
み
に
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
程
／
６
月
２
日
火
・
19
日
金
、

７
月
７
日
火
・
17
日
金
、
８

月
４
日
火
・
21
日
金
、
９
月

１
日
火
・
18
日
金
、
10
月
６

日
火
・
16
日
金
、
11
月
20
日

金
・
24
日
火
、
12
月
１
日
火
・

18
日
金
、
１
月
５
日
火
・
15

日
金
、
２
月
２
日
火・19
日
金
、

３
月
２
日
火
、
19
日
金

※
曜
日
に
よ
り
相
談
時
間
が
異
な

　
り
ま
す
。

火
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

金
午
後
２
時
～
４
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

問
土
浦
保
健
所　
保
健
指
導
課

　
℡
０
２
９・８
２
１・５
５
１
６

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

▼
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
人
に
、

医
師
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
／
７
月
20
日
、
９
月
14
日
、

11
月
16
日
、
１
月
18
日
、
３

月
15
日
月
午
後
２
時
30
分
～

４
時
30
分

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク

　
し
ま
せ
ん
か
？

おしらせ

も
の
忘
れ(

認
知
症)

　
　
　
　

  

相
談
会 

相　談

土
浦
保
健
所　
　
　

　
　
　
保
健
相
談 

相　談

情報ネットワーク問　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　本 　支

パソコンの方は下記 URL から
http://fishbowlindex.net/ishioka/ 

認知症簡易チェックサイト

携帯電話・ スマート
フォンの方はこちら→

歯の何でも電話相談
歯医者さんに聞けないこと、入

れ歯のこと、お子さんの歯の悩みな
ど、歯に関する悩みや質問を無料で
電話相談します（匿名相談可）。
日時：６月 14 日日午後１時～４時
問 ( 一社 ) 茨城県保険医協会

℡ 029-823-7930

６月４日～ 10 日は
   　　　　　             歯と口の健康習慣です
　歯と口の健康に関する正しい知識
の普及啓発とともに、歯科疾患の予
防と早期発見、早期治療を行い、歯
の寿命をのばし健康の保持増進をは
かる目的で制定されました。
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公式 Twitter
運用中！

＠ k_ishioka
# 石岡市

ぜひフォローし
て み て く だ さ
い。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



テ
ニ
ス
教
室
で
す
（
計
７
回
）。

未
経
験
者
で
も
楽
し
み
な
が

ら
練
習
が
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
も　

行
っ
て
い
ま
す
。 

日
時
／
７
月
５
・
12
・
19
・
26
日
、

８
月
２
・
９
・
23
日
日
（
予
備

日
８
月
30
日
日
）

場
所
／
柏
原
野
球
公
園
内
テ
ニ
ス
場 

参
加
費
／
１
０
０
０
円 

対
象
者
／
市
内
在
学
の
小
学
４
年

生
か
ら
在
住
在
勤
の
一
般
成
人 

定
員
／
50
人

申
込
方
法
／
６
月
10
日
水
～
24
日

水
に
参
加
費
を
添
え
て
、
石

岡
運
動
公
園
体
育
館
ま
た
は

八
郷
総
合
運
動
公
園
の
窓
口

で
申
し
込
み 

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
２
）

▼
放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
授
業
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
講

も
可
能
で
す
。

授
業
科
目
／

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き

ま
す
。

授
業
料
／

１
科
目
１
万
１
０
０
０
円
（
入

学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を

払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

※
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言

え
る
学
習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

出
願
期
間
／

第
１
回
：
８
月
31
日
ま
で

第
２
回
：
９
月
15
日
ま
で

問
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
９・２
２
８・０
６
８
３

▼
５
月
18
日
月
～
７
月
10
金
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
２
０
１
９
い
し
お
か
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
巡
回
展
示
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
観
光
協
会
事
務
局 (

観
光
課
内)   

℡
23
・
７
７
４
１

６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
、

２
月
は
日
に
ち
未
定
午
前
10

時
～
正
午

※
都
合
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

問
土
浦
保
健
所　
保
健
指
導
課

　
℡
０
２
９・８
２
１・５
５
１
６

ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
元
気
会

▼
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
家
族

を
持
つ
方
の
交
流
の
場
に
な

り
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
４
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所
／
土
浦
保
健
所
２
階
大
会
議
室

内
容
／
情
報
交
換
（
グ
ル
ー
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）、
ミ
ニ
勉
強

会
な
ど

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

問
土
浦
保
健
所　
保
健
指
導
課

℡
０
２
９・８
２
１・５
５
１
６

FAX
０
２
９・８
２
６・５
９
６
１

tsuchiho05@
pref.

ibaraki.lg.jp

▼
初
心
者
を
対
象
と
し
た
ソ
フ
ト

「
い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
巡
回
展
示
中
止

おしらせ

初
心
者

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

募　集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

募　集 　支
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▲ iOS ▲ Android

ダウンロードはこちら

登録無料・10 言語対応
広報紙がスマホで読める便利なアプリ

掲載しているイベント・募集情報については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて中止
または変更になる場合があります。詳しくは、市ホームページにて。
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防災行政無線 無料テレフォンサービス ℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問中央図書館　℡ 24‒1507

回
は
石
岡
市
に
寄
贈
さ

れ
た
医
学
に
関
連
す
る

資
料
と
、
そ
の
資
料
が
実
際
に
利

用
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
病
気

に
関
す
る
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
の
資
料
は
『
傷
し
ょ
う
か
ん
ろ
ん
こ
く

寒
論
國

字じ
か
い解
』『
温お
ん
え
き
ろ
ん

疫
論
』『
漫ま
ん
ゆ
う
ざ
っ
き

遊
雑
記
』

で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
江
戸

今 時の記憶
シリーズ 176

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

江戸時代のくらし
と疫病

時
代
後
期
ご
ろ
刊
行
の
医
学
書

で
、
瓦
会
地
区
の
お
宅
に
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
病
気・

症
状
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
処
置

を
行
い
、
ど
の
薬
を
処
方
す
る
の

か
と
い
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
お

り
、
近
世
に
お
け
る
医
療
の
内
容

が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
江
戸
時
代
は
現
在
の
よ
う
な
医

療
体
制
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
衛
生

環
境
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
各
地
で
度
々
疫
病

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
石
岡
で

も
『
香こ
う
ま
る
ぐ
み
ご
よ
う
ど
め

丸
組
御
用
留
』
に
天
然

痘
や
麻
疹
が
大
流
行
し
た
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
久
２

年
（
１
８
６
２
）
に
麻
疹
が
流
行

し
た
際
に
は
、
一
家
全
員
が
感
染

し
看
病
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

家
や
、
日
々
の
仕
事
が
な
く
な
り

経
済
的
に
困
窮
す
る
人
々
が
発
生

し
、
社
会
が
大
き
く
混
乱
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
立

ち
直
る
た
め
に
は
、
困
窮
し
た

人
々
に
対
し
て
食
べ
物
を
融
通
す

る
な
ど
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う

行
動
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
大
変
な
時
に
は
み
ん
な
で
支
え

合
っ
て
乗
り
越
え
る
。
こ
れ
は
現

代
に
も
通
じ
る
大
切
な
教
訓
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更にな
る場合があります。最新の情報は、図書館ホームページにて掲載しています。

「こども図書館本の森」
文部科学大臣表彰を受賞

『漫遊雑記』『温疫論』『傷寒論國字解』

子供の読書活動優秀実践図書館として、
石岡市立中央図書館が表彰されます。

こども図書館本の森は、平成 29 年４
月に開館。

茨城県内初の独立型こども図書館と
して、子どもたちが読書に親しみやすい
環境づくりをしていることが高く評価さ
れました。

新型コロナウイルス感染症の終息後
は、親子そろって楽しめるイベントを積
極的に実施していきたいと思います。

「
雨
」
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
本

①
洗
濯
物
が
片
付
か
な
い
！

「
片
づ
け
・
収
納
・
掃
除
・
洗
濯

の
教
科
書
」

発
行
／
㈱
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

内
容
／
部
屋
干
し
に
ベ
ス
ト
の
場

所
、
す
ぐ
乾
く
干
し
方
、
生

乾
き
臭
を
防
ぐ
工
夫
な
ど
を

ご
紹
介
。

②
雨
漏
り

「
雨
漏
り
ト
ラ
ブ
ル
完
全
解
決
」

発
行
／
日
経
Ｂ
Ｐ
社

内
容
／
雨
漏
り
頻
発
箇
所
や
リ
ス

ク
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
ご

紹
介
。

お
ス
ス
メ
絵
本

「
オ
ニ
ガ
シ
マ
ラ
ソ
ン
」

著
者
／
ト
ロ
ル

発
行
／
教
育
画
劇

内
容
／
世
界
各
地
か
ら
招
待
さ
れ

た
オ
ニ
す
ご
い
選
手
が
オ
ニ

ガ
シ
マ
を
走
り
ま
す
。

い
っ
た
い
だ
れ
が
優
勝
す
る

の
か
⁈
意
外
な
結
末
が
…
。

『
お
し
り
た
ん
て
い
』
の
作
者

が
お
く
る
新
作
オ
モ
シ
ロ
絵

本
で
す
。

６
月
の
休
館
日

１
日
月
・
８
日
月
・
15
日
月
・

22
日
月
・
25
日
木
・
29
日
月
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

文芸いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
小　
幡　
岡
野 

は
つ
子

山
笑
ふ
コ
ロ
ナ
を
印
す
日
本
地
図

　
東
田
中　
川
島　
市
郎

囀
り
に
耳
傾
け
て
鐘
三
つ

高　
浜　
小
池 
さ
き
子

指
紋
ま
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岡
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歌
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会
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海
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子

新
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る
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大
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十
日
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光
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田 

千
代
子

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
志
村
け
ん
逝
く

身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
桜
に

雪
の
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会石　

岡　
石
塚　
芳
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む
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川　
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に
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あ
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柿　
岡　
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子
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夫
老
い
て
も
口
は
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で
す

　
　

   

東
大
橋　
醍
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正
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説
明
書
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厚
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本
で
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か
ら
な
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山　
﨑 　
荒
井　
幸
子

終
活
に
遺
書
記
し
た
り
と
言
ふ
友

を
杞
憂
と
笑
へ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
怖
し

山　
崎 　
鈴
木　
君
江

何
事
も
心
豊
か
な
友
な
れ
ば
刺
激

い
た
だ
く
今
日
の
出
逢
い
に

大正琴は、大正元年に日本で誕生し、現
在は生涯学習講座や小・中学校でも取り入
れられています。 

私達は、文化祭への参加、体験講座や県
フラワーパーク、介護施設での演奏・発表
会等の活動をしながら交流と研鑚をしてお
ります。

また、介護施設でのボランティア演奏は、
施設の皆さんと懐かしい童謡や歌謡曲を歌
い楽しむことで練習の励みや脳の活性化に
もなります。

哀愁を帯びた美しい音色の大正琴はどな
たにでも簡単に弾ける楽器ですのでご一緒
にいかがですか。
 会員数　33 人
問石岡大正琴愛好会 ( 沖田 )　
　℡ 24-0588 

第 21 回
石岡大正琴愛好会 文化協会だより

俳
句

俚
謡（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品
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わが家のアイドル

塙侑
ゆ う ま

真ちゃん
（1歳 2か月）（若宮）

くいしんぼうでやん
ちゃな男の子！
健康で元気に育って
ね！

中村穂
ほ ず み

澄ちゃん
（2歳1か月）（東光台）

じいじとばあばとい
たずらが大好きなや
んちゃ娘！
いつも笑顔と癒しを
ありがとう。

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。　問秘書広聴課　℡ 23‒7275 年齢・月齢は写真撮影時のもの

石岡市
職員採用
試験

6/1月▶6/17水
※募集期間内消印有効

受験
資格

第 1次
試験日 7/12日

申込
方法

「試験案内」は市役所（本
庁）総務課・支所総務課
またはＨＰ、二次元コー
ドから取得できます。
申込書類に必要事項を記
入し本庁総
務課に郵送
でお申し込
みください。

募集
期間

一般事務職▶若干名
 ・大卒（卒業見込含む）
　S60.4.2 以降に生まれた人
保育士▶１人程度
 ・S60.4.2 以降に生まれ、保育士の資格を有
　する人（取得見込含む）
社会福祉士▶１人程度
 ・S60.4.2 以降に生まれ、社会福祉士の資格
を有する人（取得見込含む）

学芸員▶１人程度
 ・S60.4.2 以降に生まれ、学芸員の資格を有
する人（取得見込含む）で、学校教育法に
定める大学または大学院において考古学
を専攻した人

※各職種の受験資格についての詳細は試験案
内で、必ずご確認ください。

受験
資格

私たちと一緒に私たちと一緒に

働きませんか？働きませんか？
問総務課　℡ 23-7282



市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆様の
　ご意見をお聴きして市政に反映
　させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意
　見やご要望、ご提案などをお寄
　せください。
●ご提案いただいた方の個人情報
　は一切公表しません。
●ご提案された内容と回答の概要
　については、広報紙などで公表
　させていただくことがあります。

承　認
石　岡　局

料金受取人払郵便
978513 0
石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
長

行

差出有効期間
2021 年4月
30日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に
こ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

727 　谷

　島

　洋

　司

送り方は裏面へ→

〒

あなたの
住　　所

（職　 業） 電話番号

※必ずご記入ください。

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

の
　り
　し
　ろ
（
は
み
出
し
注
意
）

の
　り
　し
　ろ
（
は
み
出
し
注
意
）

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

名 　 前 歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言

はがきの送り方

①ご意見を記入
　いただき切り
　取り線から切
　り取ります。

②あて先を下に
　して内側に折
　りたたみ貼り
　合せます。

③切手を貼らず
　そのままポス
　トへ投函して
　ください。

「市長へのたより」の問い合わせ先
石岡市役所　市長公室　秘書広聴課　℡23-7274（直通）

市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆様の
　ご意見をお聴きして市政に反映
　させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意
　見やご要望、ご提案などをお寄
　せください。
●ご提案いただいた方の個人情報
　は一切公表しません。
●ご提案された内容と回答の概要
　については、広報紙などで公表
　させていただくことがあります。

承　認
石　岡　局

料金受取人払郵便
978513 0
石
岡
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岡
一
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１
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に
入
れ
て
く
だ
さ
い

727
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島

　
洋

　
司

送り方は裏面へ→

〒

あなたの
住　　所

（職　 業） 電話番号

※必ずご記入ください。

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

の

　り

　し

　ろ（
は
み
出
し
注
意
）

の

　り

　し

　ろ（
は
み
出
し
注
意
）

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

名 　 前 歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言 　石岡市では、より多くの皆様の建設的なご
提案やご意見をまちづくりに反映させたいと
考えています。
　日ごろ考えていること、感じたことをお気
軽にお寄せください。
注意事項
●投稿内容が次のいずれかに該当する場合は
　回答できません。
・同一投稿者からの同一趣旨の意見等
・個人、団体等を誹謗、中傷するもの
・公序良俗に反するもの
・営利、宗教、政治活動等とみなされるもの
●回答をする場合に必要となりますので、
　住所・氏名・電話番号を記入してください。

市長へのたより 石岡市マスコットキャラクター

いしおか恋瀬姫 嗜みうさぎモモア 満喫うさぎカイ

石岡市に対する
あなたの声をお待ちしております。

石岡市長　谷島　洋司



〒

あなたの
住　　所

（職　 業） 電話番号

※必ずご記入ください。

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

の
　り
　し
　ろ
（
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出
し
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意
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の
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（
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こ
の
線
に
沿
っ
て
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側
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た
ん
で
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さ
い
。

わたしの提言

はがきの送り方

①ご意見を記入
　いただき切り
　取り線から切
　り取ります。

②あて先を下に
　して内側に折
　りたたみ貼り
　合せます。

③切手を貼らず
　そのままポス
　トへ投函して
　ください。

「市長へのたより」の問い合わせ先
石岡市役所　市長公室　秘書広聴課　℡23-7274（直通）

市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆様の
　ご意見をお聴きして市政に反映
　させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意
　見やご要望、ご提案などをお寄
　せください。
●ご提案いただいた方の個人情報
　は一切公表しません。
●ご提案された内容と回答の概要
　については、広報紙などで公表
　させていただくことがあります。

承　認
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※必ずご記入ください。

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）
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　ろ（
は
み
出
し
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）
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は
み
出
し
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）

の　り　し　ろ（はみ出し注意）の　り　し　ろ（はみ出し注意）

名 　 前 歳

こ
の
線
に
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っ
て
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側
に
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ん
で
下
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い
。

わたしの提言
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